
１２月３日（木）１３時４０分～１４時１０分
公益財団法人テクノエイド協会

企画部 宇田川 竜吾

The Association for Technical Aids(ATA) 1

シーズ・ニーズマッチング交流会2020

自立を支援する自助具
～生活便利用具（自助具）データベースについて～



障害のある方の日常生活を補う道具であり、
障害者の活動や参加の一歩を促す重要な福
祉用具として、極めて有用なものである。
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自助具とは？

既製品
（購入可能な物）

製作品
（工房等で作成されたもの）



品質 有用性 入手方法 情報提供

既製品

多くのニーズに基づ
き、企業が一般商品
として開発し、市場
で販売されている

一般化された既製品
の為、使用者の身体
状況を把握した上で、
使用できるか確認が
必要とされる

メーカー及び販売代理店
等から入手可能。
市販化されているため、
比較的早く手に入る

メーカー及び販売
代理店のＨＰより
製品情の確認が可
能

製作品

利用者の身体機能に
応じ、その人に適合
するようオーダーメ
イドで製作される

基本的にオーダーメ
イドの製作となるが、
医療職や工学系の関
係者と連携、知見が
必要とされる

地域のリハビリテーショ
ンセンターや自助具工房
等から製作可能。利用者
のヒアリングや使用感等
を確認しながら製作する
ため、時間を要する

リハビリテーショ
ンセンターや自助
具工房などが独自
で製作している
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既製品と製作品の違いとは？

・近年では３Ｄプリンタ―を使った自助具製作も盛んに行われている。



全国のリハビリテーションセンターや地域の自助具工
房に所属するボランティア等が利用者の個々の身体
状況や使用環境に応じ、個別に製作されている。
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自助具製作の現状

 しかし、製作されたアイデアやノウハウ、熟練した知
識・技術等に関する情報は必ずしも十分に蓄積され
ているわけではない。現場では試行錯誤で自助具製
作を行っている。
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生活便利用具（自助具）データベース
概要
障害者及び家族をはじめ、全国の自助具工房やリハビリテーションセンター等
の専門職に対してインターネットを利用し、自助具に関する情報を提供するシ
ステム。

情報の範囲
障害のある方や身体機能の低下した人が、日常生活の不自由さを補うために使
用する道具又は余暇などの目的で使用する道具とする。

・加齢や障害などの理由により、思うように体が動かせない人が使うもの

・今持っている力で、日常生活をより便利に、快適にすることができるよう、

個別のニーズに対応し工夫されたもの

・使用者の困難な動作を補えるように工夫されたもの

・既製品と個別のニーズに応じて製作（個別対応品）されたものに区分される
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生活便利用具（自助具）データベース
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新規登録部品に「ＮＥＷ」を表示
（表示期間は１ヵ月）

フリーワード又はキーワード
検索が可能

メルマガの登録はこちらから

新規の自助具製作所、機関
の登録や自助具掲載の
フォーマットはこちら

既製品
現在登録数 １０３件

製作事例
現在登録数 １０６件

※既製品、製作事例の登録数は２０２０年
１１月末の登録数を反映しています
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メールマガジンの登録
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ＤＢに登録のある
企業・団体 ５０件

連絡先リスト


